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令和７年度第１回倉吉市男女共同参画推進市民会議 会議録

■日時：令和７年５月 21 日（水）

午後３時から午後４時 30 分まで

■場所：倉吉市役所第２庁舎 会議室 204

日 程

【出席者】

○委 員 岩間会長、河本副会長、井中委員、尾﨑委員、柴田委員、中尾委員、福井委員、

藤山委員（８／12名）
○事務局 東本市民生活部長、菅野人権政策課長、光村人権同和対策係長、

加藤男女共同参画係長

【内 容】

１ 開 会

２ 会長あいさつ

３ 委員紹介

４ 協議事項

（１）令和７年度倉吉市男女共同参画推進まちづくり表彰被表彰者について

（２）第６次くらよし男女共同参画プランの令和６年度進捗状況について

発言者 内容

事務局 （資料１、２について説明）

（２者の表彰について、一同承認）

発言者 内容

事務局 （資料３、４について説明）

委員 基本目標１の（２）市内の男女共同参画推進企業の認定数 124社とあるが、認定されてい
る企業に、女性が多いなどの特徴はあるか。

事務局 （参考となる認定済リストを提示）

市内 124社の分析はしていない。今後傾向を見てみたい。
委員 地域活動に参加している女性割合に関連するが、地域において「女性のつどい」がなくな

りつつあるように聞いている。女性に限定しているような組織のあり方が見直されてい

る。他地区ではどうか。

委員 負担が大きく、10年以上前に女性部は廃止となった。
委員 私の地区でも女性部は廃止になっている。女性でなくてもできる役割と整理された。
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（３）第７次くらよし男女共同参画プランの策定スケジュールについて

委員 私の地区には「女性のつどい」はあるが、「女性部」とは異なるもの。男女関係なく活動す

る各団体から代表が集まるもの。

委員 色々な場面で女性の視点が反映され、女性の意見が受け入れやすくなると良いと思う。

委員 私も女性公民館長の経験があるが、全体的には男性の館長が多い。男性が作った社会の中

で女性から見る視点は少し違うと感じたが、変えたいと思ってもなかなか意見を受け入れ

てもらえず、力が発揮できなかった。

地域の役員も戸主制が根強く、世帯の中でどうしても「夫がなる」という風潮が残ってい

る。もっとたくさんの女性がおられたらと思うこともあったので、地域の役員の出し方に

ついても、あり方が変わればと思う。

委員 がん検診の受診率が低く、残念。市の受診券を使用するととても安く検診を受けることが

できる。職場の検診も含めたらもう少し率が上がると思うが、安心のためにも検診を受け

てもらえたらと思う。

事務局 委員のおっしゃるように、市の受診券を使った率は低いが、市民意識調査において「年に

１回健康診断を受けているか」という質問に対しては、男性・女性ともに７割以上が「受

けている」と回答している。

委員 年代別で受診率を出していただくといいと思う。

委員 重点目標（２）に「男女の生涯を通じた健康支援」とあるので、男性の指標も何か一つあ

れば良いと思う。

委員 会社では強制的に健康診断を受けさせるが、退職された方や自営業の方などは、本人の意

識がないとなかなか検診に行こうと思わない。「町内のみんなで行こう」というくらいで

ないと。しばらく行っていない人は怖いと感じることもあるようだが、今は予約も簡単な

ので積極的に健康診断を受けてほしい。

委員 基本目標１（３）の現状の欄に、女性自治公民館長の人数が書いてある。男女共同参画推

進まちづくり表彰の要綱中、対象となる団体に「自治公民館長または副館長が女性」とい

う項目がある。この７人の女性館長のいる地区に働きかけをしてみてはどうか。女性館長

になって自治公民館がどう変わったかという話も聞きたい。

委員 私は女性自治公民館長だったが、「話しやすい」「相談したらすぐ動いてくれる」と言って

いただいた。

発言者 内容

事務局 （資料５について説明）

事務局 ７月中旬頃、国から骨子案が出される予定。それに基づいて県も策定に入る。状況を見な

がら皆様にご提示したいと考えている。
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５ その他

・令和７年度男女共同参画推進事業について

６ 閉 会

発言者 内容

事務局 （資料６について説明）

委員 倉吉スマイルプロジェクト推進事業は市の単独事業か。県も同じような事業があり、先日

説明を聞いた。

事務局 スマイルプロジェクト推進事業は、市の単独事業。

委員 今年度、県の組織が統合され、男女協働未来創造本部が未来中心に設置された。現在、

「はな彩（さい）や」というキャラバン隊が、色々な分野の話が聞きたいということ

で募集している。ぜひ手を挙げて話をしてみては。

委員 私は防災士の資格を取り、女性として防災リーダーを務めている。災害時に避難して

くるのは女性が多い。避難時の持ち出し袋を女性ならではの視点で作成したりしてい

る。防災に限らず、色々な場面で女性の活躍が増えたらと思う。


